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防火対象物の防火管理者は、防火管理に関するより一層の知識を高め、適切な防火管理業務の徹底
を図れるよう、５年ごとの講習が必要です。 講習の受講期限は、次の２つがあります。

特定防火対象物※1の防火管理者ですか？

建物全体で収容人員※2は300人以上ですか？

管理権原は単一ですか 、複数ですか

甲種防火管理者が必要ですか？（テナント入居等）
収容人員 特定用途 30人以上

非特定用途※3 50人以上
※(6)項ロ※4に該当する社会福祉施設等を含む対象物は 10 人以上

実務講習 該当

実務講習 該当

実務講習 該当

甲種防火管理再講習 該当

非特定防火対象物の防火管理者

特定防火対象物で
収容人員300人未満

・特定防火対象物 30人未満
・非特定防火対象物 50人未満
・(6)項ロに該当する社会福祉施設等を
含む対象物は10人未満

※1 特定防火対象物 …不特定多数の者が出入りする用途（飲食店・店舗・診療所・福祉施設等）の対象物です。
※2 収容人員…建物全体の人数で、従業員・床面積・椅子の数等により算出します。
※3 非特定用途…特定の者しか出入りしない用途（共同住宅・学校・事務所等）の対象物です。
※4 (6)項ロ…主として要介護状態にある者又は障害の程度が重い者が入所する社会福祉施設の対象物です。

いいえ

複数

はい

はい

はい

①防火管理者に選任された日の４年前までに甲種防火管理新規講習 、甲種防火管理再講習又は
実務講習を修了した方は、選任された日から１年以内に受講

②上記①以外の方は、甲種防火管理新規講習、甲種防火管理再講習又は実務講習を修了した日
以後における最初の４月１日から５年以内に受講。

いいえ

いいえ

【補足事項】
・防火管理者等の実務講習は、上記以外に甲種防火管理再講習の受講義務が生じない統括防火管理者にも必要となります。
・甲種防火管理再講習の受講をもって防火管理者等の実務講習を受講したものとみなされます。

★再講習の受講義務がある方が期限内に再講習を受講しないと、防火管理者が選任されていないものと扱われます。
期限内に必ず受講してください。

再講習・実務講習の案内
講習の電子申請の案内

は、こちらからも確認できます！

防火管理者の再講習 又は実務講習が必要です

あなたは 甲種防火管理再講習 ・ 防火管理者等の実務講習 の受講が必要です。

※再講習は消防法により、実務講習は千葉市火災予防条例で定められている講習です。

【問い合わせ先】
千葉市花見川消防署 予防係(☎043-259-2571)
千葉市消防局予防課予防係(☎043-202-1613)

単一

選任日が講習修了日から４年以内である場合

選任日が講習修了日から４年を超えている場合

【選任日】
令和6年8月1日

【選任日の4年前】
令和2年8月1日

選任日から1年以内

講習修了日以後の最初の

4月1日から5年以内
講習修了日 令和2年11月1日

（受講期限の始期：令和3年4月1日）

講習修了日 平成30年6月1日

（受講期限の始期：令和元年4月1日）

令和8年3月31日

令和7年7月31日

～千葉市花見川消防署からお知らせ～


